
10： 悪性リンパ腫（ML） 【成人】 

 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

賀古 真一 
自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

吾郷 浩厚 松江赤十字病院 血液内科 

伊豆津 宏二 国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科 

小川 啓恭 大阪暁明館病院 血液内科 

尾関 和貴 愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 血液・腫瘍内科 

加藤 光次 九州大学病院 血液・腫瘍・心血管内科 

金 成元 国立がん研究センター中央病院 造血幹細胞移植科 

近藤 英生 川崎医科大学附属病院 血液内科 

酒井 リカ （独）神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科 

鈴木 律朗 島根大学医学部附属病院 血液内科 

鈴宮 淳司 
社会医療法人駿甲会 コミュニティーホスピタル甲賀病

院 
血液内科・内科 

田地 浩史 岡崎市民病院 細胞療法科 

名和 由一郎 愛媛県立中央病院 血液内科 

水田 秀一 金沢医科大学病院 血液・リウマチ膠原病科 

森 毅彦 東京科学大学病院 血液内科 

矢野 真吾 東京慈恵会医科大学附属病院 腫瘍・血液内科 

石田 文宏 信州大学医学部 保健学科 病因・病態検査学 

朝倉 義崇 沖縄県立中部病院 腫瘍・血液内科 

池田 宇次 静岡県立静岡がんセンター 血液・幹細胞移植科 

坂本 佳奈 公益財団法人 がん研究会 がん研究所  分子標的病理プロジェクト 

青木 一成 京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学 

今田 和典 大阪赤十字病院 血液内科 

高橋 勉 島根大学医学部附属病院 血液内科 

三橋 健次郎 さいたま赤十字病院 血液内科 

吉田 功 独立行政法人国立病院機構 四国がんセンター 血液腫瘍内科 

青木 智広 名古屋大学大学院医学系研究科 
分子総合医学専攻 病態内科学講

座 血液・腫瘍内科学 

神山 祐太郎 東京慈恵会医科大学附属病院 腫瘍・血液内科 

山崎 聡 聖マリア病院 血液内科 

飯田 浩充 独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター 細胞療法科／血液内科 

岡田 隆宏 島根大学医学部附属病院 血液内科 

河田 岳人 兵庫県立尼崎総合医療センター 血液内科 

式 郁恵 静岡県立静岡がんセンター 血液・幹細胞移植科 

高橋 寛行 （独）神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科 



久納 俊祐 名古屋大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科 

関口 康宣 埼玉県立がんセンター 血液内科 

橋本 大吾 北海道大学病院 血液内科 

平本 展大 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

藤本 亜弓 島根大学医学部附属病院 血液内科 

高松 博幸 金沢大学附属病院 血液内科 

水野 昌平 愛知医科大学病院 血液内科 

梶 大介 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 血液内科 

清水 里紗 川崎医科大学附属病院 血液内科 

橋田 里妙 国家公務員共済組合連合会立川病院 血液内科 

宮崎 香奈 三重大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科学 

山本 豪 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 血液内科 

横山 明弘 独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 血液内科 

新田 英昭 順天堂大学医学部附属浦安病院 血液内科 

吉嗣 加奈子 静岡県立静岡がんセンター 血液・幹細胞移植科 

渡邊 瑞希 国立がん研究センター中央病院  造血幹細胞移植科/遺伝診療部門 

金谷 穣 医療法人菊郷会 愛育病院 血液内科 

亀田 和明 Yale University  

栗山 幸大 京都第一赤十字病院 血液内科 

酒徳 一希 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科 

篠原 明仁 東京女子医科大学病院 血液内科 

島津 裕 京都大学医学部附属病院 
次世代医療・iPS 細胞治療研究セン

ター 

進藤 理穂 東京女子医科大学病院 血液内科 

戸田 有亮 京都大学医学部附属病院 血液内科 

林 清人 川崎医科大学附属病院 血液内科 

永田 啓人 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 血液腫瘍科 

碓井 喜明 理化学研究所 基盤技術開発研究チーム 

片岡 圭亮 慶應義塾大学医学部 内科学（血液） 

後藤 秀樹 北海道大学病院 検査・輸血部 

上條 公守 地方独立行政法人 りんくう総合医療センター 血液内科 

西久保 雅司 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

梅澤 佳央 東京科学大学病院 血液内科 

杉尾 健志 九州大学病院 遺伝子細胞療法部 

竹村 兼成 浜松医科大学医学部附属病院 血液内科 

本田 晃 東京大学医学部附属病院 血液・腫瘍内科 

村松 彩子 京都第一赤十字病院 血液内科 

山本 正英 東京科学大学病院 血液内科 

阿久澤 有 獨協医科大学埼玉医療センター 糖尿病内分泌･血液内科 



宇賀田 典美 島根大学医学部附属病院 血液内科 

三﨑 柚季子 自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

柳谷 稜 東海大学医学部 血液腫瘍内科 

岩城 憲子 国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科 

長田 有生 同愛記念病院 血液内科 

島田 和之 名古屋大学医学部附属病院 血液内科 

下茂 雅俊 九州大学医学部 第一内科 病態修復内科学 

下山 達 
地方独立行政法人 東京都立病院機構 がん・感染症

センター 都立駒込病院 
腫瘍内科 

中嶋 康博 大阪公立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 

中舎 洋輔 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科 

野口 侑真 武蔵野赤十字病院 血液内科 

蒔田 真一 国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科 

松木 絵里 慶應義塾大学病院 血液内科 

山本 隆介 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

吉藤 康太 東京科学大学病院 血液内科 

李 政樹 名古屋市立大学病院 血液・腫瘍内科 

古林 勉 京都第一赤十字病院 血液内科 

佐々木 宏和 名古屋市立大学病院 血液・腫瘍内科 

中川 大志 京都大学大学院医学系研究科 血液内科学 

中安 美沙 慶應義塾大学病院 血液内科 

藪下 知宏 熊本大学 
国際先端医学研究機構 幹細胞制

御研究室 

油田 さや子 
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がん

センター 
血液内科 

井口 亜美 慶應義塾大学病院 血液内科 

久保田 悠介 慶應義塾大学病院 血液内科 

久保 茂世 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

林 泰儀 慶應義塾大学病院 血液内科 

森元 梓 東京女子医科大学病院 血液内科 

森本 俊 京都大学医学部附属病院 血液内科 

入山 智沙子 藤田医科大学 血液内科学 

楠本 茂 愛知県がんセンター 血液・細胞療法部 

黒田 純也 京都府立医科大学 血液内科 

島津 浩 国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 血液内科 

服部 圭一朗 筑波大学医学医療系 血液内科 

正本 庸介 東京大学医学部附属病院 無菌治療部（成人） 

水田 惠美子 大阪大学医学部附属病院 血液・腫瘍内科 

岡田 直樹 公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央 血液内科 



病院 

赤羽 大悟 東京医科大学 血液内科分野 

小笠原 励起 札幌北楡病院  血液内科 

岡本 晃直 藤田医科大学 血液内科 

越智 俊元 愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学講座 

末原 泰人 筑波大学 血液内科 

多田 雄真 
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がん

センター  
血液内科 

立田 卓登 青森県立中央病院  血液内科 

長﨑 譲慈 大阪公立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 

前垣 雅哉 独立行政法人国立病院機構 米子医療センター 血液腫瘍内科 

宮島 徹 北海道大学病院  血液内科 

宮脇 恒太 九州大学病院 遺伝子細胞療法部 

八木 尚子 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科 

八木悠 
地方独立行政法人 東京都立病院機構 がん・感染症

センター 都立駒込病院  
腫瘍内科 

岸 大智 京都大学医学部附属病院  血液内科 

田中 静大 大阪公立大学医学部附属病院  血液内科・造血細胞移植科 
 
 

2. 会議開催記録（2025年 1月-12月） 

 
 

3. メーリングリストによる意見交換 （メーリングリスト開設から 2025年 12 月末時点まで） 

（  2464  ）回 
 

4. WGの今後の活動方針・抱負など 

 リンパ腫領域においては新規薬剤が数多く登場している。そのためこれまでに解析してきた組織型についても、

新規薬剤の導入による移植成績の変化や移植治療における新規薬剤の役割についてあらためて検討していきた

い。また PTCYを用いたハプロ移植の役割を組織型ごとに検証することも重要な研究課題である。 

 本 WGは 120人を超える大きな研究グループであるが、その中で新たに WGに参加した先生方からの積極的な

研究課題提案があり、非常に好ましい状況にある。提案された研究課題については課題ごとに小 WGを作成し、そ

の中で活発な議論が行われている。ただし小 WGへ参加してくださっているのが一部の先生に限られている傾向

があり、より多くの先生が興味のある研究課題に加わってもらえるような雰囲気づくりに努めていきたい。 

 

日時 場所 会議内容 

2月 28日 大阪府立国際会議場 13人が参加し、研究の進捗状況などについて確認を行った。

新規研究の提案、今後の WGの進め方なども検討した。 

   


